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船舶事故調査報告書 

 

                              令和８年８月２６日 

                      運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

                         委   員  伊 藤 裕 康（部会長） 

                         委   員  上 野 道 雄 

                         委   員  高 橋 明 子 

 

事故種類 乗組員行方不明 

発生日時 不明（令和７年８月１２日 １０時半頃～８月１３日 ０９時２５分

頃の間） 

発生場所 不明（鹿児島県天城
あ ま ぎ

町松原
まつばら

漁港沖～沖縄県久米島
く め じ ま

町硫黄
い お う

鳥
とり

島北北西方

沖の間） 

事故の概要  プレジャーボート光
みつ

春
はる

丸の船長は、落水して行方不明となった。 

事故調査の経過  令和７年８月２０日、本事故の調査を担当する主管調査官（那覇事

務所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

 原因関係者からの意見聴取は、本人が本事故で行方不明となったた

め、行わなかった。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

 

プレジャーボート 光春丸、５トン未満 

 ２９５－３８１３７鹿児島、個人所有 

 ５.４１ｍ（Lr）×２.０４ｍ×０.９７ｍ、ＦＲＰ 

 ディーゼル機関、３５.３kＷ、平成８年７月 

（写真１ 参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真１ 本船 

 乗組員等に関する情報 船長 ７３歳 

 二級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士・特定 

  免許登録日 平成８年７月１１日 

  免許証交付日 令和３年６月１５日 

         （令和８年７月１０日まで有効） 

 死傷者等 行方不明 １人（船長） 

 損傷 なし 

 気象・海象 (1) 気象観測値 
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   天城地域気象観測所（松原漁港の南南西方約１.５海里（Ｍ））

における８月１２日１０時～１３日０９時の観測値は、次のとお

りであった。 

日 時刻 
気温 

（℃） 

平均 最大瞬間 

風速 

(m/s) 
風向 

風速 

(m/s) 
風向 

１２日 １０時 31.8 4.4 南東 7.2 南東 

１１時 32.4 5.0 南東 8.2 南東 

１２時 33.0 5.2 南東 8.7 南南東 

１３時 33.2 4.9 南東 8.2 南東 

１４時 33.5 5.3 南東 8.2 南東 

１５時 32.6 4.4 南東 8.2 東 

１６時 32.8 4.5 南東 6.7 東南東 

１７時 31.7 3.8 東 6.7 東北東 

１８時 30.6 4.3 東南東 7.7 東 

１９時 29.7 3.0 東南東 6.2 東 

２０時 29.0 3.4 東 6.7 東北東 

２１時 28.9 3.8 東 6.7 東南東 

２２時 28.8 3.8 東 6.2 東南東 

２３時 28.7 2.4 東南東 3.6 東南東 

２４時 28.5 3.5 東 6.7 東南東 

１３日 ０１時 28.5 3.4 東南東 5.7 東 

０２時 28.3 2.9 東 5.7 東南東 

０３時 28.4 2.7 東 5.1 東南東 

０４時 28.4 3.1 東南東 5.7 東南東 

０５時 28.1 2.4 東南東 4.6 東 

０６時 27.8 2.1 南東 3.6 東南東 

０７時 29.1 1.6 南東 3.1 東南東 

０８時 30.1 3.1 東南東 5.7 南東 

０９時 29.1 4.1 東南東 6.7 南東 

 

(2) 気象庁の沿岸波浪図によれば、鹿児島県奄美大島沖の沿岸代表

点における波高等の推定値は、次のとおりであった。 

 

(3) 天城町を含む鹿児島県奄美地方には、令和７年８月１１日２１

時３６分に波浪注意報（有義波高２.５ｍ）が発表され、１３日 

０９時５０分に解除された。 

日時 波向 
周期 
(秒) 

波高 
(ｍ) 

風向 
風速 

(ノット) 

8 月 12 日 09 時 南東 10 2.5 南南東 12 

8 月 12 日 21 時 南東 9 2.1 東南東 13 

8 月 13 日 09 時 南東 9 1.8 南東 12 
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(4) 気象庁の日別海面水温における８月１２日及び１３日の解析値 

   海面水温 約３０℃ 

 事故の経過  本船は、船長が１人で乗り組み、釣りの目的で、令和７年８月１２

日１０時半頃、松原漁港を出港し、同漁港沖の釣り場に向かった。 

 松原漁港付近に住んでいる船長の知人は、１７時頃に松原漁港を見

回っていたところ、船長の自家用車が同漁港に駐車されているのを確

認し、ふだんは１４時～１５時頃に帰港している本船がまだ帰港して

いないことに気付いた。 

 船長の知人は、１７時～１８時頃、船長の携帯電話に連絡したとこ

ろ、呼出音は鳴るものの、数回かけても船長が応答しなかった。その

ため、船長の身に何かあったと思い、船長の親族にその旨を知らせて

対応を相談し、１９時５５分頃、海上保安庁に本船が帰港していない

ことを通報した。 

 海上保安庁は、巡視船及び航空機で本船の捜索を開始するととも

に、地元の漁船、警察及び消防組合に捜索の協力を要請した。 

 海上保安庁は、船長の携帯電話の位置情報を通信会社に照会したと

ころ、２１時２７分頃に松原漁港の西北西方沖約１０.８Ｍで検出さ

れたとの回答を得た。 

 本船は、１３日０７時３５分頃に硫黄鳥島の北方沖で海上保安庁の

航空機によって発見され、０９時２５分頃に同島の北北西方沖約  

１０.８Ｍで、無人の状態で漂流していることが巡視船によって確認

された。 

 本船は、巡視船及び地元の漁船によってえい
．．

航され、１３日の夜、

松原漁港に入港した。 

 船長は、１３日から１５日まで海上保安庁の巡視船及び航空機のほ

か、地元の漁船によって専従的な捜索が行われたが、行方不明となっ

ている。 

（図１ 参照） 
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図１ 事故発生場所概略図 

 その他の事項 (1) 本船に関する情報等 

  ① 本船が発見された際の状況等 

   ａ 本船は、エンジンキーが差し込まれたまま停止（OFF）の位

置、機関操縦レバーが中立の位置、機関停止の状態で漂流し

ていた。なお、松原漁港にえい
．．

航された後、機関が正常に運

転できることが確認された。 

   ｂ プロペラに絡索はなく、船体に衝突痕等の損傷、浸水は認

められなかった。 

   ｃ 右舷後部に釣り竿
ざお

が立てられていた。 

   ｄ 船長の携帯電話は、操縦区画付近に置かれていた。 

  ② 現場調査の際の状況 

   ａ 乾舷（水面から舷縁までの高さ）は、船首約７０cm 船尾約

６５cm であった。 

   ｂ 両舷側のブルワークの高さは、甲板上約４９cm であった。 

   ｃ 操縦区画の囲壁の中に固型式の救命胴衣が数人分積載され

ていた。 

   ｄ 後部の両舷側ブルワーク上部及び船尾ブルワーク上部に

は、高さ約１７cmのハンドレールが設けられていた。 

   ｅ 左舷船尾にトランサムステップが設けられ、喫水線から同

ステップ上面までの高さが約２５cm であった。 

   ｆ トランサムステップには、同ステップ上に収めたり、同ス

テップから下ろしたりすることができる梯子
は し ご

が備えられてい

た。 

（写真２～４ 参照） 

 

 

８月１３日０９時２５分頃 
無人の本船が確認された場所 

×

×

８月１２日２１時２７分頃 
船長の携帯電話の位置情報が
検出された場所 

沖縄県久米島町 
硫黄鳥島 

徳之
と く の

島 

鹿児島県 

天城町 
松原漁港 

鹿児島県 

沖縄県 

沖縄島 

奄美大島 

（８月１２日 
１０時半頃出港） 
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写真２ 操縦区画付近の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真３ 本船（左舷船尾方から撮影）  写真４ 船尾部の状況 

 

(2) 船長に関する情報 

  ① 船長は、仕事を退職した後、本事故の約４年前に地元である

鹿児島県徳之島に戻り、一人暮らしをしていた。 

  ② 船長は、令和６年１０月に本船を中古で購入した後、松原漁

港沖の水深約３０～４０ｍの海域で、週に２、３回ほど、知人

か親族を誘って、本船に複数人で乗船して釣りに出掛けてい

た。 

  ③ 船長は、高血圧と心不全の症状があり、通院していたが、ふ

だんの生活や足腰の状態に問題はなく、泳ぎも得意であった。 

  ④ 船長の知人は、船長がまだ船に慣れておらず、また、船長の

体調のことを心配していたので、本船で釣りに出掛ける際は、

複数人で乗船するように促していた。 

  ⑤ 船長の親族は、本事故当日に船長から連絡があり、釣りに誘

われたが、用事があって断ったところ、船長が１０時半頃に１

人で出港すると聞いた。 

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象等の関与 

 判明した事項の解析 

 

 

不明 

不明 

不明 

(1) 船長が行方不明となった状況について 

船長は、行方不明となった。 

船長は、８月１２日１０時半頃に松原漁港を本船で出港した

約４９㎝ 

ハンドレール 

約１７cm 

約２５cm 

トランサムステップ 

トランサムステップ 

喫水線 

約８０cm 

梯子（トランサムステッ
プから下ろした状態） 

ハンドレール 梯子（トランサムステッ
プ上に収めた状態） 
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後、１３日０９時２５分頃に本船が無人の状態で漂流しているこ

とが確認されたことから、この間において落水したものと考えら

れる。 

(2) 本船が発見された際の状況等について 

本船が発見された際の船体及び海象の状況は、次のとおりで 

あったことから、本船が漂泊中、波を受けて船体が動揺した際、

船長は体勢を崩すなどして落水した可能性があると考えられる。 

   ① 本船は、エンジンキーが差し込まれたまま停止の位置、機

関操縦レバーが中立の位置、機関停止の状態で漂流してい

た。 

   ② プロペラに絡索はなく、船体に衝突痕等の損傷、浸水は認

められなかった。 

   ③ 奄美地方には波浪注意報が発表され、奄美大島沖では波高

２ｍ前後の波があった。 

(3) 船長の体調等について 

船長は、ふだんの生活や足腰の状態に問題はなく、泳ぎも得意

であったが、高血圧と心不全の症状があり、落水後、本船に備え

られた梯子から船上に復帰できていないことから、本事故当時、

体調が悪くなっていた可能性があると考えられる。 

(4) 船長が落水に至った状況について 

(2)及び(3)から、船長は、本船が漂泊中、波を受けて船体が動

揺した際、体調が悪くなっていて体勢を崩すなどして落水した

か、体勢を崩すなどして落水した後に体調が悪くなった可能性が

あると考えられる。しかしながら、目撃者がおらず、客観的情報

も十分に得られなかったことから、船長が落水に至った状況を明

らかにすることはできなかった。 

(5) 船長が１人で釣りに出掛けたことについて 

船長は、本事故当時、１人で釣りに出掛けたものの、ふだんと

同様、複数人で釣りに出掛けていれば、本事故の発生を回避でき

た可能性があると考えられる。 

原因  本事故は、本船が漂泊中、船長が落水したことにより発生したもの

と考えられる。 

再発防止策  今後の同種事故等の再発防止及び被害の軽減に役立つ事項として、

次のことが考えられる。 

 ・小型船舶の船長は、発航前に気象・海象情報を入手し、注意報等

が発表されている場合には、自身の海上経験や体調を考慮した

上、出航の可否を慎重に判断すること。 

 ・小型船舶の乗船者は、防水型携帯電話等を常に身に着け、落水し

た際の連絡手段を確保しておくこと。 

  


